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現状では、いずれの潮時においても
底層部を中心に貧酸素状態になっている
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DOを豊富に含む海水の遡上によるDO回復
効果は河口部付近に限定されている
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DO上昇濃度(mg/L) DO上昇濃度(mg/L)

【高潮時】 【低潮時】『対策』 『対策』

酸素供給装置
の設置

酸素供給装置
の設置

満ち潮の影響で設置位置
より上流の効果が大きい

引き潮の影響で供給された
DOが下流部へも拡散している

河口部下層への装置効果は小さく
DO環境の改善には至らない
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■概要

■条件

■解析

・鉛直2次元モデルを用いて都市河川河口部の水質解析（貧酸素化）を実施

・DO供給装置による貧酸素化軽減効果を解析、装置諸元に応じた軽減効果を評価

解析事例；水質保全検討のための河川水質解析

縦断方向の平均河床高、河川幅、下流端水位（潮位変化）、上流流入量、上下流端水質、

対策諸元（対策規模・設置位置等）

〇河川水質保全対策の検討

○防潮水門の運用方法変更にともなう都市河川水質影響の検討

〇河川生態系保全のための検討

■事例

・流下方向の運動方程式と連続式を解くこ

とで河川流況を解析

・密度差に起因する流れ（密度流）および

成層状態を表現可能

・対象河川特有の水質変化現象をモデル化

可能

●酸素供給装置によるDO濃度上昇状況

●水質予測モデルの概念
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●現状のDO濃度分布


	スライド 1: 解析事例；水質保全検討のための河川水質解析 

